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抄録 
⾻結合型インプラントは、補綴治療の選択肢として普及し、インプラントシステ
ムの様々な改良によって⾼い成功率が得られています。しかし、インプラント治
療は、清潔域と不潔域を異物が貫通して存在する特殊な医療で、終診は無いとい
う特徴があります。したがって、数⼗年以上に渡ってインプラント体周囲に健康
な硬軟組織を存在させることが重要で、短期的な成功例には全く意味がないと
思われます。 
近年、インプラント関連⼿術の簡素化や治療期間の短縮を⽬的として、様々な術
式や⾻補填材が報告されています。また、学会、講演会および論⽂では、最先端
の術式による成功例が発表され、⾃慢⼤会のオンパレードになっていると思わ
れます。しかし、華々しく紹介された新術式が 5 年後には消えていることはま
れではなく、消えた原因が表に出ることはほとんどありません。つまり、新術式
で⽣じたトラブルは闇に葬られ、都市伝説を信じた術者と患者は⼤きな⾁体的
あるいは精神的な負担を強いられることになります。 
⼀⽅、トラブル症例は、異物に対する⽣体の反応を語ってくれるとういう側⾯が
あります。つまり、客観的にトラブル症例を検証することによって新たな知⾒が
得られ、トラブル症例は安全な治療法を確⽴することに寄与すると考えられま
す。 
本講演では、インプラント関連⼿術におけるトラブル症例を供覧し、トラブルの
原因と安全な⼿術について考察したいと思います。 
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